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1 東北大学 東北メディカル・メガバンク機構, 2 東北大学 大学院医学系研究科, 3 東北

大学 災害科学国際研究所, 4 東北大学病院, 5 東北大学 大学院歯学研究科, 6 東北大

学 加齢医学研究所, 7 東北大学 大学院情報科学研究科, 8 岩手医科大学 いわて東北

メディカル・メガバンク機構, 9 岩手医科大学 医学部, 10 岩手医科大学 医歯薬総合研究

所 

 

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は、東北地方の太平洋沿岸に甚大な被害をも

たらした。震災からの復興を促進し、災害後の医療上の問題を解決するために、東北大学

は東北メディカル・メガバンク計画を立案し、岩手医科大学と協働して、宮城県と岩手県に

おいて、地域住民コホート調査及び三世代コホート調査と名付けた 2 つの前向きコホート調

査を開始した。地域住民コホート調査では、被災地を中心に 80,000 人の成人をリクルート

する、また、三世代コホート調査では、妊婦と配偶者、出生した子供、その兄姉、祖父母あ

わせて 70,000 人をリクルートする予定である。前者では、2013 年から 2016 年まで参加者の

リクルートを実施し、その後少なくとも 5 年間追跡する、また、後者では、2013 年から 2017

年まで参加者をリクルートし、その後少なくとも 4 年間追跡する予定である。これらに加え、

2012 年から宮城県で横断調査デザインからなる地域子ども長期健康調査を開始している。

東北メディカル・メガバンク計画では、これら 2 つの前向きコホート調査をもとに、生体試料と

ゲノム情報を含む関連情報から構成される複合バイオバンクを構築する。本複合バイオバ

ンクには、健康と医療に関する情報、生体試料、ゲノムデータ等が保管され、主として東日

本大震災によって増加や症状の悪化等が懸念される疾患について個別化予防・医療を実

現するための基盤を確立することを目指している。なお、生体試料や情報は、外部の研究

者へも分譲する予定である。本計画では、これらの活動を通して東日本大震災の住民の健

康への中長期的な影響を調査する。東北メディカル・メガバンク計画では、コホート調査、バ



イオバンク形成とともに、ゲノム解析研究を推進する。その目的は、１）複合バイオバンクを

構築する、２）コホート調査の参加者へゲノム解析結果を回付し、被災地において個別化予

防・医療を推進する、３）人類全体に対して、個別化予防・医療の発展に貢献する、ことであ

る。東北メディカル・メガバンク計画の活動を通して、大規模災害で被害を受けた地域にお

ける医療問題の解決方法及び疾病予防のためのゲノム情報の有益さを明らかにすることを

目指す。 

 

* 東北メディカル・メガバンク計画スタディ・グループの名簿は Appendix を参照 
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